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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

感
情
侵
害
原
理
（O

ffense Principle

）
を
巡
る
議
論
の
展
開
（
二
・
完
）

─
─
刑
法
に
よ
る
感
情
の
保
護
に
関
す
る
予
備
的
考
察
─
─

亀　
　

田　
　

悠　
　

斗

第
一
章　

は
じ
め
に

第
二
章　

日
本
刑
法
学
に
お
け
る
議
論
状
況

　

第
一
節　

否
定
説

　

第
二
節　

制
度
化
さ
れ
た
利
益
に
よ
る
区
別

　

第
三
節　

検
討

第
三
章　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
感
情
侵
害
原
理
に
つ
い
て

　

第
一
節　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
感
情
侵
害
原
理
の
概
観

　

第
二
節　
「
単
な
る
知
識
」
の
問
題
の
処
理
に
対
す
る
批
判

�

（
以
上
、
七
〇
巻
五
号
）

第
四
章　

�

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
の
感
情
侵
害
原

理
に
つ
い
て

　

第
一
節　

�

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
の
感
情
侵
害

原
理
の
概
観

　
　

第
一
款　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
に
対
す
る
批
判

　
　

第
二
款　

行
為
の
不
正
性

　
　

第
三
款　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別

　
　

第
四
款　

危
害
原
理
の
射
程
に
含
ま
れ
る
危
害
を
伴
う

　
　
　
　
　
　

感
情
侵
害
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為

　
　

第
五
款　

危
害
な
き
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
の

　
　
　
　
　
　

否
定

　
　

第
六
款　

危
害
原
理
と
感
情
侵
害
原
理
を
分
離
す
る
意
味

　
　

第
七
款　

調
整
原
理

　
　

第
八
款　

小
括

　

第
二
節　

ヘ
ル
ン
レ
に
よ
る
批
判

　
　

第
一
款　

行
為
の
不
正
性
に
つ
い
て

　
　

第
二
款　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
に
つ
い
て

第
五
章　

そ
の
他
の
見
解

　

第
一
節　

タ
シ
オ
ラ
ス
の
見
解

　
　

第
一
款　

�

行
為
の
直
接
的
な
認
識
の
可
能
性
と
公
共
空
間

に
お
け
る
行
為
実
行
の
制
約

　
　

第
二
款　

感
情
侵
害
の
区
別
に
基
づ
く
制
約

　
　

第
三
款　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
に
対
す
る
批
判

　

第
二
節　

シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
の
見
解

　
　

第
一
款　

道
理
性
要
件
の
要
求
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第
四
章　

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
の
感
情
侵
害
原
理
に
つ
い
て

　

感
情
侵
害
原
理
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
が
提
示
さ
れ
て
以
降
の
研
究
の
う
ち
、
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
に
関
す
る
議
論

の
展
開
に
多
大
な
貢
献
を
な
し
た
と
評
さ
れ
て
い
る
の
が
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
の
見
解
で
あ
る
。
以
下
、
ま
ず
当
該

見
解
を
概
観
す
る
。
次
い
で
、
当
該
見
解
に
対
す
る
ヘ
ル
ン
レ
（T

atjana H
örnle

）
に
よ
る
批
判
を
取
り
上
げ
る
。

第
一
節　

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
の
感
情
侵
害
原
理
の
概
観

　

第
一
款　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
に
対
す
る
批
判

　

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
感
情
侵
害
原
理
の
欠
陥
を
指
摘
す
る
こ
と
を
議
論
の
出
発
点
と
し
て

い
る
。
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
が
指
摘
す
る
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
の
欠
陥
と
は
、
行
為
の
不
正
性
と
い
う
要
素
の
軽
視
で
あ
る
。

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
に
よ
れ
ば
、
国
家
に
よ
る
介
入
の
正
当
化
は
、
他
者
の
感
受
性
侵
害
（affront to sensibility

）
の
存
在
だ
け

で
は
足
り
ず
、
こ
れ
に
加
え
て
行
為
に
反
対
す
る
正
当
な
規
範
的
理
由
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
そ
の

よ
う
な
理
由
の
要
求
を
明
示
的
に
否
定
し
て
い
る
。
確
か
に
、
彼
は
感
情
侵
害
原
理
の
射
程
を
「
他
者
の
不
正
な
（
権
利
侵
害
的
な
）

行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
」
感
受
性
侵
害
に
限
定
し
て
い
る
。
だ
が
、
正
当
化
事
由
又
は
免
責
事
由
な
く
感
受
性
侵
害
が

（
74
）

（
75
）

（
76
）

　
　

第
二
款　

道
理
性
要
件
の
具
体
化

第
六
章　

議
論
の
整
理
と
検
討
を
要
す
る
点
の
明
確
化

　

第
一
節　

議
論
の
整
理

　
　

第
一
款　

�

議
論
の
出
発
点
と
し
て
の
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の

見
解

　
　

第
二
款　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別

　
　

第
三
款　

処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
認
め

　
　
　
　
　
　

ら
れ
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
べ
き
要
素

　

第
二
節　

要
検
討
事
項
の
提
示

第
七
章　

結
び
に
代
え
て
（
以
上
、
本
号
）
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

惹
起
さ
れ
た
場
合
に
は
原
則
と
し
て
不
正
性
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
不
正
性
の
要
件
は
実
質
的
に
は
意
味
を
失
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
行
為
が
他
者
の
感
受
性
を
害
す
る
と
い
う
単
な
る
事
実
の
存
在
を
も
っ
て
国
家
が
当
該
行
為
を
禁
止
す
る
一

応
の
（prim

a facie

）
理
由
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
情
侵
害
原
理
の
入
口
が
過
度
に
広
範
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
、

と
い
う
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、
公
共
的
寛
容
の
減
少
と
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
強
い
法
的
抑
止
の
傾
向
が
近
年
見
受
け
ら
れ

る
と
こ
ろ
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
広
範
な
感
情
侵
害
行
為
の
法
的
禁
止
を
是
認
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
と
指
摘
す
る
。
な
ぜ
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
感
情
侵
害
原
理
の
適
用
が
寛
容
の
減
少
の
影
響
を
受
け
る
又
は
受
け
や
す
い
か

と
言
え
ば
、
特
定
の
行
為
に
よ
る
感
受
性
侵
害
の
程
度
が
大
き
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
犯
罪
化
を
支
持
す
る
理
由
も
強
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

具
体
例
と
し
て
、
収
入
を
得
る
他
の
手
段
が
な
く
公
道
の
他
に
住
む
場
所
も
な
い
者
に
よ
る
物
乞
い
行
為
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
曰
く
、

物
乞
い
行
為
は
、
そ
れ
が
十
分
に
広
範
な
感
受
性
侵
害
を
惹
起
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
正
当
に
禁
止
さ
れ
う
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
可

能
性
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
比
較
衡
量
テ
ス
ト
の
存
在
を
考
慮
し
て
も
な
お
存
在
す
る
。
収
入
を
得
る
他
の
手
段
を
有
し
て
い
な
い

こ
と
や
公
道
の
他
に
住
む
場
所
が
な
い
こ
と
か
ら
、
物
乞
い
行
為
は
「
代
替
的
機
会
の
利
用
可
能
性
」
を
欠
く
と
主
張
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
感
情
侵
害
原
理
の
下
で
は
、
代
替
的
機
会
の
要
素
は
感
情
侵
害
の
程
度
等
に
対
抗
す
る
一
考

慮
要
素
で
し
か
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
十
分
な
数
の
人
々
が
物
乞
い
行
為
に
よ
っ
て
十
分
に
感
受
性
を
害
さ
れ
る
な
ら
ば
、
代
替
的
機
会

の
不
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
刑
法
が
持
ち
出
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
。

　

第
二
款　

行
為
の
不
正
性

　

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
の
欠
陥
と
し
て
行
為
の
不
正
性
と
い
う
要
素
の
軽
視
を
指
摘
し
た
後
、
感
情

（
77
）

（
78
）
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侵
害
原
理
に
お
け
る
行
為
の
不
正
性
の
具
体
化
に
取
り
組
む
。
ま
ず
、
彼
ら
は
、
他
者
の
感
受
性
を
害
す
る
と
い
う
事
実
的
要
素
と
不

正
性
と
い
う
規
範
的
要
素
の
双
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
行
為
類
型
を
複
数
挙
げ
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
を
不
正

性
の
内
実
と
す
る
、
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
。
具
体
的
に
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
第
一
の
行
為
類
型
と
し
て
侮
辱
行
為
が
挙
げ
ら
れ
る
。
侮
辱
は
、
そ
の
本
来
的
な
性
質
上
、
他
者
に
対
す
る
尊

重
な
き
取
扱
い
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
な
る
慣
習
（convention

）
違
反
ゆ
え
に
で
は
な
く
、
意
図
的
な
侮
蔑
的
取
扱
い
に
対
抗
す
る

と
い
う
人
間
の
尊
厳
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
一
応
の
（prim
a facie

）
権
利
を
侵
害
す
る
た
め
に
、
不
正
で
あ
る
と
言
え
る
。
第
二
に
、

露
出
行
為
が
挙
げ
ら
れ
る
。
露
出
行
為
の
不
正
性
に
関
す
る
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
反
対
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
（reverse-pri-

vacy violation

）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
通
例
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
自
身
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
領
域
か
ら
の
他
者
の
排
除
を
意
味
す

る
。
し
か
し
、
他
者
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
領
域
に
強
制
的
に
包
含
さ
れ
な
い
と
い
う
利
益
も
存
在
す
る
。
直
観
的
に
は
、
こ
れ
は
一
般

に
問
題
な
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
公
共
の
場
に
お
い
て
カ
ッ
プ
ル
の
性
交
に
直
面
し
な
い
と
い
う
権
利
は
正
当
な
も
の
と
承

認
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
。
第
三
に
、
公
共
空
間
に
お
け
る
匿
名
性
の
侵
害
、
す
な
わ
ち
、
公
共
空
間
に
お
い
て
放
っ
て
お
か
れ
る
権
利
の

侵
害
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
自
律
の
概
念
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
匿
名
性
に
関
す
る
一
般
的
な
権
利
は
、
特
定
の

態
様
の
重
大
な
干
渉
な
し
に
自
由
に
自
ら
の
し
た
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
例
え
ば
、
公
共
の
場
に
お
け
る

短
時
間
の
礼
儀
正
し
い
頼
み
ご
と
は
侵
害
的
で
な
い
が
、
執
拗
で
強
引
な
金
銭
の
要
求
は
匿
名
性
の
権
利
を
害
す
る
。
以
上
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
不
正
性
に
関
す
る
説
明
は
、
行
為
類
型
毎
に
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
適
切
な
配
慮
や
尊
重
を
も
っ
て

他
者
を
扱
う
こ
と
の
失
敗
、
被
害
者
に
人
と
し
て
の
十
全
な
道
徳
的
地
位
を
与
え
る
こ
と
の
失
敗
を
含
む
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

こ
れ
が
感
情
侵
害
原
理
に
お
け
る
行
為
の
不
正
性
の
具
体
的
内
実
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
行
為
が
不
正
性
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
他
者
を
尊
重
・
配
慮
な
く
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
か
ど
う

（
79
）
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
慣
習
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
、
と
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
、
社
会
的
慣
習
と
は
、
人
々
が
相

互
に
関
わ
り
合
う
際
の
ル
ー
ル
や
条
件
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
者
へ
の
尊
重
・
配
慮
の
要
請
は
、
人
々
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
条
件
を

遵
守
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
慣
習
に
対
す
る
違
反
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
他
者
に
対
す
る
尊
重
の
欠
如
と

い
う
意
味
を
伴
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
的
慣
習
は
、
そ
の
違
反
が
他
者
に
対
す
る
尊
重
の
欠
如
の
存
在
を
我
々
に
示
唆
す
る
又
は
そ
れ

を
発
見
す
る
の
を
助
け
る
と
い
う
意
味
で
、
道
具
的
価
値
を
有
す
る
、
と
。
社
会
的
慣
習
に
対
す
る
違
反
は
、
あ
く
ま
で
も
、
不
正
性

＝
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
の
欠
如
の
存
在
の
徴
憑
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
不
正
性
＝
社
会
的
慣
習
に
対
す
る
違
反
で
は
な
い
。

加
え
て
、
こ
こ
で
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、
感
情
侵
害
行
為
の
不
正
性
の
発
見
を
助
け
る
社
会
的
慣
習
は
正
当
な
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
但
書
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
異
人
種
間
カ
ッ
プ
ル
は
公
共
の
場
に
お
い
て
如
何
な
る
身
体
的

接
触
も
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
慣
習
の
よ
う
な
、
人
権
に
反
す
る
慣
習
は
、
こ
こ
で
は
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
三
款　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別

　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
と
同
様
に
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
も
危
害
原
理
に
い
う
危
害
と
感
情
侵
害
原
理
に
い
う
感
情
侵
害
を
区
別
し
て

い
る
。
曰
く
、
危
害
と
は
、
価
値
あ
る
活
動
や
関
係
に
従
事
し
自
ら
選
ん
だ
目
標
を
追
求
す
る
と
い
う
人
々
の
機
会
、
よ
き
生
を
享

受
・
追
求
す
る
と
い
う
将
来
の
機
会
の
減
損
を
い
う
。
そ
の
意
味
で
、
危
害
は
回
顧
的
と
い
う
よ
り
展
望
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

感
情
侵
害
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
の
減
損
を
伴
わ
な
い
。

　

ま
た
、
行
為
か
ら
危
害
／
感
情
侵
害
に
至
る
因
果
の
態
様
に
も
差
が
み
ら
れ
る
。
感
情
侵
害
は
、
不
正
な
行
為
を
行
う
者
か
ら
被
害

者
へ
の
何
ら
か
の
形
式
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
と
り
わ
け
被
害
者
に
対
し
て
尊
重
や
配
慮
の
欠
如
を
示
す
行
為
に
よ
る
あ
る
種
の

精
神
的
反
応
の
惹
起
と
い
う
形
で
も
た
ら
さ
れ
る
。
他
方
、
危
害
（
財
産
的
損
害
、
身
体
的
傷
害
な
ど
）
は
、
通
例
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

（
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シ
ョ
ン
的
で
な
い
直
接
的
な
因
果
的
態
様
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
危
害
も
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
方
法
に

よ
っ
て
惹
起
さ
れ
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
性
格
は
単
独
で
危
害
を
感
情
侵
害
か
ら
区
別
す
る
に
足
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

後
述
す
る
よ
う
に
（
本
節
第
六
款
参
照
）、
こ
の
差
異
は
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
。

　

な
お
、
危
害
と
感
情
侵
害
の
第
二
の
区
別
に
つ
い
て
論
じ
る
な
か
で
、
行
為
の
不
正
性
の
要
求
、
す
な
わ
ち
被
害
者
に
対
す
る
尊

重
・
配
慮
な
き
取
扱
い
と
い
う
行
為
者
か
ら
被
害
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
求
に
よ
り
、
被
害
者
が
行
為
を
認
識
し
な
い
限

り
感
情
侵
害
は
生
じ
え
な
い
と
い
う
主
張
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
知
識
の
み
に
基
づ
く
感
情
侵

害
は
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
な
き
行
為
と
い
う
被
害
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
以

上
、
感
情
侵
害
原
理
に
い
う
感
情
侵
害
に
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
款　

危
害
原
理
の
射
程
に
含
ま
れ
る
危
害
を
伴
う
感
情
侵
害
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為

　

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、
危
害
と
感
情
侵
害
を
以
上
の
よ
う
に
区
別
し
て
い
る
が
、
感
情
侵
害
が
危
害
と
評
価
さ
れ
る
程
度
に
至

る
場
合
や
感
情
侵
害
行
為
が
感
情
侵
害
に
加
え
て
危
害
を
も
惹
起
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
と
主
張
す
る
。
例
え
ば
、
人
種
差
別
的
侮
辱

は
時
と
し
て
被
害
者
に
神
経
衰
弱
や
自
尊
心
に
対
す
る
重
大
な
損
害
等
を
生
じ
さ
せ
、
ま
た
、
人
種
差
別
的
で
な
い
侮
辱
も
そ
れ
が
人

の
社
会
的
又
は
職
業
的
な
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
は
名
誉
毀
損
に
近
い
も
の
と
な
る
、
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
危
害
原

理
の
射
程
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
危
害
を
伴
う
感
情
侵
害
行
為
の
す
べ
て
が
危
害
原
理
の
射
程
に
含
ま
れ
る
と
は
考

え
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
危
害
原
理
に
よ
っ
て
は
処
罰
が
正
当
化
さ
れ
え
な
い
よ
う
な
危
害
し
か
伴
わ
な
い
感
情
侵
害
行
為
と

い
う
も
の
も
存
在
す
る
。

　

例
え
ば
、
遠
隔
的
危
害
（Rem

ote H
arm

s

）
の
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
遠
隔
的
危
害
を
伴
う
感
情
侵
害
行
為
と
は
、
そ
れ
自
体
危

（
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

害
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
最
終
的
に
危
害
行
為
が
行
わ
れ
る
可
能
性
を
高
め
る
も
の
を
い
う
。
い
わ
ゆ
る
「
割
れ
窓
理
論
」
に
よ
れ

ば
、
迷
惑
行
為
（
落
書
き
、
規
則
に
従
わ
な
い
若
者
の
振
舞
い
な
ど
の
感
情
侵
害
行
為
）
を
許
容
す
る
こ
と
は
、
そ
の
土
地
の
品
性
の

堕
落
、
道
徳
的
な
住
民
の
立
去
り
を
引
き
起
こ
し
、
窃
盗
や
暴
行
が
行
わ
れ
る
割
合
の
上
昇
を
助
長
す
る
と
し
て
、
迷
惑
行
為
（
感
情

侵
害
行
為
）
の
実
行
が
危
害
発
生
の
可
能
性
を
上
昇
さ
せ
る
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
通
例
、
最
終
的

に
行
わ
れ
る
窃
盗
や
暴
行
と
い
っ
た
遠
く
隔
た
っ
た
危
害
は
、
そ
れ
が
他
者
の
行
為
に
よ
っ
て
自
律
的
に
惹
起
さ
れ
る
場
合
に
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
行
為
が
不
正
で
あ
る
理
由
を
提
供
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
記
理
論
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
危
害
原
理
に
よ
る

犯
罪
化
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
反
応
的
危
害
（Reactive H

arm
s

）
も
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
反
応
的
危
害
を
伴
う
感
情
侵
害
行
為
と
は
、
将
来
に
お

い
て
も
同
様
の
感
情
侵
害
的
な
行
為
が
行
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
の
認
識
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
副
次
的
な
危

害
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ス
に
お
い
て
カ
ッ
プ
ル
が
通
路
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
で
性
交
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
通
常

他
の
乗
客
は
彼
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
危
害
を
直
接
的
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
行
為
は
不
快
な
も
の
で
あ

り
、
今
後
も
バ
ス
の
利
用
に
よ
っ
て
こ
の
種
の
経
験
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
場
合
、
も
は
や
そ
の
者
は
バ
ス
に
乗

る
こ
と
を
欲
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
場
合
、
そ
の
者
は
重
要
な
公
共
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
失
う
と
い
う
意
味
で
利
益
を
損
な

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
利
益
の
減
損
が
反
応
的
危
害
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
予
防
的
反
応
が
あ
る
程
度
道
理
に
適
っ
て
い
る
と

し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
自
ら
の
意
思
に
よ
る
選
択
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
遠
隔
的
危
害
の
場
合
と
同
様
に
そ
の
危
害
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
行
為
が
不
正
で
あ
る
理
由
を
提
供
し
な
い
、
と
い
う
。
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第
五
款　

危
害
な
き
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
の
否
定

　

続
い
て
、
危
害
な
き
感
情
侵
害
行
為
の
犯
罪
化
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
危
害
な
き

感
情
侵
害
は
、
単
な
る
不
道
徳
と
は
異
な
る
。
不
正
性
の
要
請
は
、
行
為
が
単
に
不
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
要
請
で
は
な
く
、
行
為

が
他
者
を
不
当
に
扱
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
行
為
が
適
切
な
配
慮
と
尊
重
を
も
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
い
う
他
者

の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
の
要
請
で
あ
る
。
不
正
な
行
為
は
、
単
な
る
不
道
徳
と
は
異
な
り
、
尊
重
を
も
っ
て
扱
わ
れ
る
と
い
う

他
者
の
権
利
と
自
由
に
自
ら
を
表
現
し
う
る
と
い
う
行
為
者
の
利
益
と
の
間
に
具
体
的
な
緊
張
関
係
を
創
出
す
る
。
そ
し
て
、
共
同
体

内
の
諸
個
人
間
に
緊
張
関
係
が
存
す
る
場
合
に
お
い
て
、
彼
ら
の
関
わ
り
合
い
の
諸
条
件
を
規
定
す
る
こ
と
は
ま
さ
し
く
、
国
家
が
果

た
す
べ
き
任
務
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
緊
張
関
係
が
深
刻
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
家
は
、
市
民
間
の
社
会
的
相
互
関
係
に

対
す
る
監
督
的
役
割
を
担
う
が
ゆ
え
に
、
介
入
す
る
一
応
の
理
由
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
危
害
な
き
感
情
侵
害
行
為

の
規
制
を
支
持
す
る
論
拠
は
、
単
な
る
不
道
徳
を
規
制
す
る
論
拠
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
か
つ
そ
れ
よ
り
も
強
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
危
害
な
き
感
情
侵
害
行
為
に
当
罰
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
当
罰
性
を
否
定
す
る
論
拠
は
二
つ
存
在

す
る
。
第
一
に
、
犯
罪
化
は
行
為
者
に
対
す
る
侵
害
及
び
非
難
を
伴
う
強
制
で
あ
る
。
そ
れ
は
不
可
避
的
に
個
人
の
自
律
の
制
約
に
至

る
の
で
あ
り
、
一
部
の
者
の
生
を
よ
り
悪
い
も
の
に
す
る
。
そ
し
て
、
危
害
な
き
感
情
侵
害
行
為
が
問
題
と
な
る
場
合
、
犯
罪
化
に
対

抗
す
る
も
の
と
し
て
常
に
存
在
す
る
こ
の
強
力
な
根
拠
を
打
ち
負
か
す
ほ
ど
に
、
介
入
の
根
拠
が
十
分
な
重
み
を
有
し
て
い
る
か
ど
う

か
は
明
ら
か
で
な
い
。
第
二
に
、
感
情
侵
害
行
為
の
犯
罪
化
は
、
表
現
の
自
由
と
い
う
極
め
て
重
要
な
価
値
と
衝
突
す
る
。
こ
れ
ら
二

つ
の
理
由
か
ら
、
危
害
な
き
感
情
侵
害
は
そ
れ
単
体
で
は
犯
罪
化
を
支
持
す
る
理
由
と
し
て
十
分
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
感
情
侵
害
行
為
が
何
の
危
害
と
も
関
係
し
て
い
な
い
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
対
す
る

処
罰
を
支
持
す
る
魅
力
的
な
理
由
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
危
害
と
の
関
係
は
感
情
侵
害
原
理
に
と
っ
て
も
必
要
不
可
欠
な
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要
素
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

第
六
款　

危
害
原
理
と
感
情
侵
害
原
理
を
分
離
す
る
意
味

　

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
危
害
な
き
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
の
妥
当
性
を
否
定
し
、
感
情
侵
害
原
理
に

お
い
て
も
危
害
と
の
関
係
が
必
要
と
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
感
情
侵
害
原
理
を
危
害
原
理
と
は
別
個
の

独
立
し
た
基
準
と
し
て
設
け
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、
も
し
感
情
侵
害
原

理
の
構
造
が
危
害
原
理
の
構
造
と
異
な
る
な
ら
ば
、
感
情
侵
害
原
理
を
危
害
原
理
か
ら
独
立
さ
せ
る
意
義
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
う
え

で
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
こ
れ
を
支
持
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
危
害
の
役
割
に
関
し
て
、
両
原
理
の
間
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
危
害
原
理
に
お
い
て
犯
罪
化
の
原
動
力
と

な
る
の
は
、
危
害
の
存
在
や
そ
の
重
大
さ
、
発
生
可
能
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
感
情
侵
害
原
理
に
お
い
て
犯
罪
化
の
原
動
力
と

な
る
の
は
、
危
害
の
存
在
等
で
は
な
く
、
他
者
に
対
す
る
配
慮
・
尊
重
の
重
大
な
欠
如
と
い
う
行
為
の
性
質
で
あ
る
。
例
え
ば
、
侮
辱

の
主
た
る
害
悪
は
、
そ
れ
が
創
出
す
る
何
ら
か
の
帰
結
で
は
な
く
、
尊
重
の
重
大
な
欠
如
を
も
っ
て
相
手
を
取
り
扱
う
と
い
う
性
質
に

あ
る
。
感
情
侵
害
原
理
に
お
け
る
危
害
の
役
割
は
、
自
由
な
表
現
や
寛
容
の
よ
う
な
犯
罪
化
に
否
定
的
に
作
用
す
る
諸
事
情
に
対
抗
す

る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
事
情
は
、
単
な
る
侮
辱
の
禁
止
に
否
定
的
に
作
用
す
る
。
し
か
し
、
人
種
に
関
す
る

侮
辱
の
場
合
に
は
、
危
害
の
存
在
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
種
の
侮
辱
は
、
共
同
体
の
社
会
的
、
政
治
的
そ
し
て

経
済
的
生
活
に
参
加
す
る
と
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
属
す
る
人
々
の
能
力
に
対
し
て
間
接
的
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
感
情
侵
害
原
理
に

お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
将
来
的
な
危
害
は
犯
罪
化
に
対
し
て
否
定
的
に
作
用
す
る
諸
事
情
を
打
ち
負
か
す
も
の
と
し
て
作
用
す
る
。

　

第
二
に
、
両
原
理
と
も
不
正
性
を
処
罰
正
当
化
の
た
め
の
要
件
と
し
て
必
要
と
す
る
が
、
危
害
原
理
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
不
正

（
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性
は
特
有
の
特
徴
を
持
た
ず
、
そ
の
内
実
が
各
危
害
ご
と
に
異
な
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
感
情
侵
害
行
為
は
一
種
の
表
現

行
為
で
あ
り
、
感
情
侵
害
の
不
正
性
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
不
正
性
の
表
現
的
性
質
が
、
危
害
原
理
と
感

情
侵
害
原
理
の
構
造
の
違
い
を
生
み
出
す
。
と
い
う
の
も
、
感
情
侵
害
行
為
を
含
む
表
現
的
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
な
行
為
の
禁

止
は
、
当
該
行
為
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
排
除
し
他
者
と
の
交
流
・
相
互
作
用
を
妨
げ
る
と
い
う
重
大
な
帰
結
を

生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
点
に
十
分
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
判
断
枠
組
み
の
構
築
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
感
情
侵
害
原
理
に
特
有
の
要
請
と
し
て
、
相
異
な
り
時
と
し
て
矛
盾
し
合
う
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
共
存
さ
せ
る
必
要
性
か
ら
、
感
情
侵
害
行
為
を
も
含
む
表
現
行
為
の
規
制
に
関
し
て
、
あ
る
程
度
の
「
鈍
感
さ
（thick 

skin

）」
が
市
民
に
対
し
て
要
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
感
情
侵
害
の
回
避
可
能
性
や
行
為
者
に
と
っ
て
利
用
可
能
な
代
替
手
段
と
い
っ

た
要
素
が
、
感
情
侵
害
原
理
の
も
と
で
は
、
異
な
る
複
数
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
間
の
相
互
作
用
を
調
停
す
る
と
い
う
試
み
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
、
と
い
う
。

　

第
七
款　

調
整
原
理

　

感
情
侵
害
原
理
に
基
づ
く
処
罰
範
囲
を
限
定
す
る
た
め
に
、
感
受
性
侵
害
の
程
度
や
行
為
者
に
と
っ
て
の
行
為
の
個
人
的
重
要
性
、

社
会
的
価
値
、
ま
た
刑
事
規
制
と
い
う
手
段
の
効
率
性
や
経
済
的
コ
ス
ト
と
い
っ
た
実
践
的
な
考
慮
要
素
に
加
え
て
、
さ
ら
に
四
つ
の

調
整
原
理
（m

ediating principles

）・
考
慮
要
素
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
説
明

を
概
観
す
る
。

①
社
会
的
寛
容

　

相
異
な
り
時
と
し
て
衝
突
し
合
う
で
あ
ろ
う
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
社
会
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
多
元
的
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

社
会
の
構
想
を
真
剣
に
受
け
止
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
既
述
の
通
り
一
種
の
（
自
己
）
表
現
行
為
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
感
情
侵
害
行
為

に
対
す
る
刑
事
規
制
は
謙
抑
的
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
危
害
行
為
と
は
異
な
り
よ
き
生
を
追
求
す
る
た
め
の
他
者
の
将

来
の
機
会
を
直
接
に
は
損
な
わ
な
い
と
い
う
感
情
侵
害
行
為
の
特
性
も
、
刑
法
の
謙
抑
的
使
用
の
望
ま
し
さ
を
支
持
す
る
。
そ
し
て
、

こ
こ
か
ら
、
社
会
的
寛
容
と
い
う
調
整
原
理
が
創
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
感
情
侵
害
行
為
の
禁
止
に
関
す
る
限
り
で
、
市
民
に
道
理

に
適
う
程
度
に
鈍
感
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は
正
当
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
よ
り
顕
著
な
態
様
の
感
情
侵
害
行
為
、
つ
ま
り
他

者
に
対
す
る
配
慮
又
は
尊
重
の
重
大
な

4

4

4

欠
如
を
示
す
感
情
侵
害
行
為
の
み
が
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
特
定
の
よ
く
知
ら

れ
た
無
礼
な
発
言
や
仕
草
の
よ
う
な
日
常
的
な
侮
辱
は
、
他
者
に
対
す
る
尊
重
な
き
取
扱
い
で
あ
る
が
、
十
分
な
重
大
性
を
有
し
な
い

た
め
に
犯
罪
化
に
は
適
さ
な
い
。
犯
罪
化
に
適
す
る
の
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
属
性
に
関
す
る
よ
う
な
重
大
な
侮
辱
の
み
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
こ
で
危
害
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
社
会
的
寛
容
の
要
請
を
後
退
さ
せ
行
為
の
犯
罪
化
を
支

持
す
る
重
要
な
根
拠
と
な
る
。
例
え
ば
、
人
種
に
関
す
る
侮
辱
は
、
職
業
に
関
す
る
差
別
か
ら
実
際
の
暴
力
に
至
る
ま
で
、
種
々
の
危

害
を
導
く
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
偏
狭
な
雰
囲
気
を
発
生
さ
せ
う
る
。
そ
の
よ
う
な
危
害
の
単
な
る
リ
ス
ク
は
、
そ
れ
単
体
で
は
危
害

原
理
の
も
と
で
の
行
為
の
禁
止
を
直
接
的
に
は
正
当
化
し
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
危
害
に
至
る
ま
で
の
因
果
的
連
鎖
が
多
数
の

独
立
し
た
第
三
者
の
意
思
決
定
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
法
的
帰
属
の
問
題
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と

他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
の
欠
如
と
い
う
行
為
の
不
正
性
が
あ
わ
さ
っ
た
と
き
に
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
寛
容
で
あ
る
べ
き

理
由
は
な
い
。
な
お
、
感
情
侵
害
原
理
の
も
と
で
は
、
法
的
帰
属
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
危
害
原
理
の
下
で
は
帰
属
の

問
題
に
よ
り
不
正
性
が
認
め
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
感
情
侵
害
原
理
に
お
い
て
不
正
性
は
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
の
欠
如
に
よ
っ

て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
感
情
侵
害
原
理
に
お
け
る
不
正
性
の
認
定
に
と
っ
て
帰
属
の
問
題
は
重
要
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
危
害
は
、
多
様
な
自
己
表
現
の
許
容
を
目
的
と
す
る
、
尊
重
・
配
慮
な
き
行
為
の
犯
罪
化
に
対
す
る
謙
抑
を
後
退
さ
せ
る
た
め
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の
補
足
的
な
理
由
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

②
回
避
容
易
性

　

理
論
的
根
拠
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
調
整
原
理
の
一
つ
と
し
て
、
回
避
可

能
性
の
原
理
が
あ
る
。
当
該
原
理
が
実
践
的
な
役
割
を
果
た
す
場
合
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
裸
で
の
水
浴
び
に
関
す
る

確
立
し
た
実
践
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
公
然
の
場
で
の
性
器
の
露
出
は
指
定
さ
れ
た
公
共
の
水
浴
び
場
に
限
り
法
的
に
許
さ

れ
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
当
該
水
浴
び
場
が
川
岸
に
存
在
し
、
そ
れ
は
反
対
側
の
岸
に
い
る
他
者
に
と
っ
て
可
視
的
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
特
定
の
エ
リ
ア
は
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
通
常
の
公
共
領
域
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
る
た
め
、
裸
で
の
水

浴
び
を
望
む
者
は
そ
の
行
為
を
行
う
た
め
の
余
地
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
同
時
に
、
そ
れ
を
目
撃
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
者
は
注
意
を
他

に
向
け
れ
ば
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
調
整
は
、
多
様
で
潜
在
的
に
衝
突
し
合
う
諸
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
し
て
よ
り
広
い
共
存
の
余
地
を

与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
理
論
的
根
拠
か
ら
、
公
共
空
間
に
お
け
る
感
情
侵
害
行
為
の
犯
罪
化
に
対
す
る
明
確
で
追
加
的

な
制
約
と
し
て
、
回
避
容
易
性
の
基
準
が
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
者
が
容
易
に
（
つ
ま
り
、
自
ら
の
選
択
の
幅
に
対
す
る
過
度
の

制
約
な
し
に
）
感
情
侵
害
行
為
と
の
直
面
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
そ
の
行
為
は
感
情
侵
害
原
理
に
よ
る
禁
止
の
候

補
と
な
る
。
さ
ら
に
、
回
避
の
容
易
さ
の
程
度
や
、
他
者
に
回
避
を
求
め
る
こ
と
に
よ
る
当
該
他
者
の
自
由
に
対
す
る
制
約
の
程
度
は
、

比
較
衡
量
の
考
慮
要
素
と
し
て
機
能
す
る
。

③
直
接
性

　

さ
ら
な
る
制
約
と
し
て
、
直
接
性
の
原
理
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
禁
止
さ
れ
る
行
為
は
そ
れ
自
体
に
お
い
て
感
情
侵
害
的
な
も

の
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
単
に
行
為
者
（
・
第
三
者
）
に
よ
る
後
続
の
感
情
侵
害
行
為
の
実
行
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
で
あ
る
。
例
え
ば
、
若
者
ら
が
路
傍
に
集
ま
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
感
情
侵
害
原
理
に
よ
る
禁
止
の
候
補
と
は

（
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
た
と
え
彼
ら
が
後
に
感
情
侵
害
行
為
を
行
う
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
も
で
あ
る
。
こ
の
直
接
性
の
原
理
の
理
論

的
根
拠
は
、
感
情
侵
害
原
理
に
お
け
る
不
正
性
の
内
容
で
あ
る
他
者
に
対
す
る
配
慮
・
尊
重
な
き
扱
い
が
感
情
侵
害
行
為
そ
れ
自
体
の

性
質
で
あ
る
以
上
、
当
該
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
し
に
犯
罪
化
に
と
っ
て
の
必
要
条
件
で
あ
る
不
正
性
は
認
め
ら
れ
え
な
い
と
い
う

点
に
存
す
る
。

　

さ
ら
に
、
直
接
性
の
要
請
は
、
市
民
の
公
共
空
間
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
影
響
ゆ
え
に
、
感
情
侵
害
行
為
の
犯
罪
化
に
と
っ
て
格

別
の
重
要
性
を
持
つ
。
こ
の
要
請
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
、
後
に
感
情
侵
害
行
為
の
実
行
に
至
り
う
る
と
い
う
理
由
に
基
づ
き
、

感
情
侵
害
行
為
の
前
段
階
の
行
為
が
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
考
え
ら
れ
う
る
。
こ
れ
は
、
後
に
感
情
侵
害
行
為
を
行
う
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
憂
慮
ゆ
え
に
特
定
の
人
々
を
公
共
空
間
か
ら
排
除
す
る
こ
と
の
許
容
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
侵
害
的
な

物
乞
い
行
為
に
従
事
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
公
共
空
間
か
ら
の
物
乞
い
の
完
全
な
排
除
や
、
通
行
人
に
対
し
て
不
快

に
振
る
舞
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
特
定
の
公
共
空
間
に
お
け
る
若
者
ら
の
集
合
の
禁
止
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の

種
の
禁
止
は
、
公
共
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
に
関
す
る
階
級
分
け
を
帰
結
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
優
先
さ
れ
た
階
級
の
市
民
に
は
無
制

約
の
ア
ク
セ
ス
が
与
え
ら
れ
る
が
、
他
方
で
感
情
侵
害
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
諸
個
人
に
は
限
定
さ
れ
た
ア
ク
セ

ス
し
か
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
う
る
。
こ
れ
は
、
近
代
的
自
由
社
会
の
基
礎
的
な
原
則
の
一
つ
、
つ
ま
り
公
共
空
間
は
全

て
の
者
に
よ
る
無
制
約
な
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
原
則
に
反
す
る
。

④
公
共
の
場
／
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
に
お
け
る
行
為
実
行

　

感
情
侵
害
行
為
が
実
行
さ
れ
る
場
所
が
公
共
の
場
か
そ
れ
と
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
か
と
い
う
点
も
、
そ
の
犯
罪
化
の
是
非
を
判
断

す
る
に
あ
た
り
考
慮
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
感
情
侵
害
行
為
が
公
共
の
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
行
為
禁

止
の
支
持
は
著
し
く
強
ま
る
。
と
い
う
の
も
、
道
路
や
公
園
、
公
共
交
通
機
関
と
い
っ
た
公
共
空
間
の
快
適
な
環
境
の
維
持
は
公
共
の
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利
益
に
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
、
感
情
侵
害
行
為
は
、
公
共
空
間
の
魅
力
や
利
用
可
能
性
を
妨
げ
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
よ
う
な
利
益
を

損
な
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
的
統
制
が
有
効
性
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
も
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
公
共
の
場
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
、
行
為
者
と
被
害
者
が
互
い
に
見
知
ら
ぬ
関
係
に
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
に
お
け
る
行
為
実
行
は
、
そ
の
犯
罪
化
に
対
し
て
否
定
的
に
作
用
す
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

場
に
お
け
る
交
流
は
、
通
常
、
交
際
す
る
こ
と
を
互
い
に
選
択
し
合
っ
た
人
々
の
間
で
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
関
係
者
は
そ
の
よ

う
な
交
流
の
礼
儀
正
し
さ
を
保
つ
の
に
よ
り
よ
い
立
場
に
あ
る
。
迷
惑
な
人
物
は
将
来
に
お
い
て
そ
の
交
流
の
輪
か
ら
除
外
さ
れ
う
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
、
交
流
の
場
に
お
け
る
人
々
の
生
活
の
質
を
保
つ
た
め
に
国
家
が
介
入
す
る
切
迫
性
は
低
い
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
行
為
が
た
と
え
尊
重
・
配
慮
な
き
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
行
為
の
犯
罪
化
は
通
常
適
切
で
な
い
。

ま
た
、
こ
れ
を
支
持
す
る
理
由
と
し
て
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
い
う
要
請
も
挙
げ
ら
れ
る
。
刑
罰
を
伴
う
国
家
の
介
入
は
、

誰
と
ど
の
よ
う
に
交
流
す
る
か
と
い
う
個
人
の
自
由
意
思
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
べ
き
事
柄
に
対
す
る
不
適
切
な
制
約
と
な
る
。
結
婚
披

露
宴
に
お
い
て
新
郎
新
婦
の
過
去
の
恋
愛
事
情
に
軽
は
ず
み
に
言
及
す
る
と
い
う
ゲ
ス
ト
の
振
舞
い
は
配
慮
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
無
礼
な
行
為
に
対
し
て
国
家
権
力
に
よ
る
取
締
り
が
行
わ
れ
る
と
い
う
状
況
の
方
が
問
題
で
あ
る
だ
ろ

う
。

　

な
お
、
行
為
実
行
の
場
（
公
共
の
場
／
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
）
と
い
う
要
素
は
、
犯
罪
化
の
判
断
に
お
い
て
重
要
で
は
あ
る
が
、
決

定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
行
為
実
行
の
場
は
あ
く
ま
で
比
較
衡
量
に
お
け
る
一
要
素
で
し
か
な
い
。
例
え
ば
、
単
な
る
侮

辱
を
は
じ
め
と
す
る
感
情
侵
害
行
為
の
一
部
は
、
た
と
え
そ
れ
が
公
共
の
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
と
し
て
も
、
犯
罪
化
さ
れ
る
べ
き
で

な
い
。
他
方
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
ゲ
ス
ト
に
よ
る
露
出
行
為
の
よ
う
に
十
分
深
刻
に
他
者
の
感
情
を
侵
害
す
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る
行
為
は
、
公
共
の
場
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
感
情
侵
害
原
理
の
射
程
内
に
と
ど
ま
る
。

　

第
八
款　

小
括

　

本
節
で
は
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
の
感
情
侵
害
原
理
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
そ
の
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
れ
ば
以
下

の
通
り
と
な
る
。
ま
ず
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
、
す
な
わ
ち
感
受
性
侵
害
だ
け
で
は
感
情
侵
害
行
為

に
対
す
る
処
罰
を
支
持
す
る
一
応
の
理
由
に
は
足
り
な
い
と
し
、
さ
ら
に
行
為
の
不
正
性
と
い
う
規
範
的
要
素
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
彼
ら
は
、
こ
こ
に
い
う
行
為
の
不
正
性
の
内
実
を
、
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
な
き
取
扱
い
と
捉
え
る
。
こ

の
行
為
の
不
正
性
は
、
行
為
が
単
に
不
道
徳
な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
要
請
で
は
な
く
、
行
為
が
個
人
を
不
当
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
、
具

体
的
に
言
え
ば
、
行
為
が
適
切
な
配
慮
と
尊
重
を
も
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
い
う
他
者
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
の
要
請
で
あ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
感
情
侵
害
原
理
と
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
感
情
侵
害
原
理
に
特
有
の
調
整
原
理
と
し
て
、
①
社
会
的
寛
容
、
②
回
避
容
易
性
、
③
直
接
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
加
え

て
、
④
行
為
実
行
の
場
（
公
共
の
場
／
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
）
の
考
慮
も
要
求
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
危
害
と
の
関
係
が
①
社
会
的
寛

容
の
要
請
を
後
退
さ
せ
感
情
侵
害
原
理
に
基
づ
く
処
罰
を
正
当
化
す
る
た
め
の
必
要
条
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
注
目
に
値
す
る
。

第
二
節　

ヘ
ル
ン
レ
に
よ
る
批
判

　

ヘ
ル
ン
レ
は
、
感
情
侵
害
を
正
当
な
処
罰
根
拠
と
し
な
い
立
場
（
権
利
侵
害
説
）
か
ら
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
感
情
侵
害
原
理

（
又
は
危
害
原
理
と
感
情
侵
害
原
理
の
セ
ッ
ト
）
に
対
し
て
、
主
と
し
て
以
下
の
内
在
的
批
判
を
加
え
て
い
る
。
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第
一
款　

行
為
の
不
正
性
に
つ
い
て

　

ヘ
ル
ン
レ
は
、
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
の
欠
如
と
い
う
意
味
で
の
行
為
の
不
正
性
の
要
件
は
処
罰
範
囲
の
限
定
と
い
う
機
能
を

十
分
に
は
果
た
し
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
尊
重
・
配
慮
の
重
大
な
欠
如
ゆ
え
に
非
難
に
値
す
る
行
為
は
多
く
存
在
す
る
。

例
え
ば
、
待
ち
合
わ
せ
の
約
束
に
意
図
的
に
数
時
間
も
遅
れ
る
こ
と
が
複
数
回
繰
り
返
さ
れ
た
場
合
や
、
結
婚
式
の
よ
う
な
重
要
な
社

会
的
行
事
に
お
い
て
花
嫁
・
花
婿
の
過
去
に
関
す
る
非
常
に
無
神
経
な
発
言
を
す
る
場
合
、
不
適
切
な
服
装
で
葬
儀
へ
参
加
す
る
場
合

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
対
す
る
刑
法
の
使
用
を
想
像
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
し
て
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、

な
ぜ
尊
重
・
配
慮
の
重
大
な
欠
如
が
認
め
ら
れ
る
行
為
の
一
部
の
み
が
刑
事
規
制
の
候
補
と
な
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
、
理
由
を
提

示
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
な
ぜ
我
々
が
他
の
多
く
の
重
大
な
尊
重
の
欠
如
を
伴
う
振
舞
い
を
刑
事
規
制

の
対
象
と
す
べ
き
で
な
い
の
か
は
定
か
で
な
い
、
と
。
さ
ら
に
、
処
罰
範
囲
の
限
定
に
と
っ
て
決
定
的
な
の
が
不
正
性
の
要
件
で
は
な

く
調
整
原
理
の
も
と
で
の
検
討
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
不
正
性
と
い
う
処
罰
範
囲
の
十
分
な
限
定
を
な
し
え
な
い
よ
う
な
要
件
か
ら
犯

罪
化
の
正
当
性
に
関
す
る
検
討
を
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
の
欠
如
は
刑
事

規
制
を
支
持
す
る
一
応
の
理
由
と
さ
え
も
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
款　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
に
つ
い
て

　

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
危
害
と
感
情
侵
害
を
区
別
し
て
い
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ヘ
ル
ン
レ
は
以
下
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
す

な
わ
ち
、
危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
が
常
に
望
ま
し
い
帰
結
に
至
る
と
い
う
の
は
疑
わ
し
い
。
被
害
者
の
将
来
の
生
活
を
損
わ
な
い
よ

う
な
身
体
領
域
に
対
す
る
侵
襲
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
り
え
な
い
意
識
な
き
者
に
対
す

る
レ
イ
プ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
被
害
者
の
生
活
に
対
し
て
悪
影
響
を
与
え
な

（
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い
た
め
危
害
に
該
当
せ
ず
、
ま
た
被
害
者
に
行
為
に
対
す
る
認
識
が
な
い
以
上
感
情
侵
害
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
対
す
る
刑
事
規
制
に
「
純
粋
な
モ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
を
貼
る
の
は
適
切
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
、

と
い
う
。

第
五
章　

そ
の
他
の
見
解

　

本
章
で
は
、
タ
シ
オ
ラ
ス
の
見
解
と
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
の
見
解
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ら
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
や
フ
ォ
ン
・
ハ
ー

シ
ュ
ら
の
見
解
と
は
異
な
り
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
の
正
当
化
条
件
を
包
括
的
に
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

本
章
に
お
い
て
一
括
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
。
タ
シ
オ
ラ
ス
の
見
解
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
及
び
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
見
解

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
不
正
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
を
よ
り
明
快
に
示
し
て
お
り
、
ま
た
特
に
危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
を
否

定
す
る
と
い
う
立
場
が
説
得
的
に
論
証
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
方
、
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
の
見
解
は
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ

ら
の
見
解
が
示
さ
れ
る
以
前
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
ロ
ー
ル
ズ
（John Raw

ls

）
の
『
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（Political Liberal-

ism

）』
に
お
け
る
議
論
に
依
拠
し
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
に
修
正
を
加
え
て
い
る
点
で
、
他
の
諸
見
解
に
は
な
い
特
徴
を
有
し
て

い
る
。

第
一
節　

タ
シ
オ
ラ
ス
の
見
解

　

第
一
款　

行
為
の
直
接
的
な
認
識
の
可
能
性
と
公
共
空
間
に
お
け
る
行
為
実
行
の
制
約

　

ま
ず
、
論
文
の
冒
頭
に
お
い
て
、
感
情
侵
害
行
為
は
そ
れ
が
不
正
で
あ
る
場
合
に
の
み
犯
罪
化
に
値
す
る
、
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
犯
罪
が
道
徳
的
不
正
の
う
ち
の
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
す
な
わ
ち
共
同
体
全
体
が
特
定
し
防
止
し
そ
し
て
刑
罰
を
通
じ
て
非
難
す
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る
こ
と
に
正
当
な
利
益
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
に
由
来
す
る
と
い
う
。

　

そ
の
う
え
で
、
あ
る
感
情
侵
害
行
為
が
犯
罪
化
に
と
っ
て
必
要
な
不
正
性
を
備
え
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
充
足
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
条
件
と
し
て
、
ま
ず
次
の
二
つ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
感
情
侵
害
は
、
行
為
又
は
そ
の
生
成
物
を
直
接
に
認
識
す
る
こ
と
の
結
果
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
行
為
が
行

わ
れ
た
と
い
う
単
な
る
知
識
の
み
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
複
数
の
説
明

が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
、
犯
罪
化
に
よ
り
制
約
さ
れ
る
自
由
の
価
値
ゆ
え
に
単
な
る
知
識
の
み
に
基
づ
く
感
情
侵
害
を
理

由
と
す
る
犯
罪
化
の
余
地
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
理
由
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

　

第
二
に
、
感
情
侵
害
行
為
が
経
験
さ
れ
る
空
間
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で
は
な
く
公
共
空
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
す
な
わ

ち
、
共
同
体
全
体
が
そ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
に
実
質
的
な
利
益
を
有
す
る
空
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
第
二
の
条
件
は
、
第
一

の
条
件
が
充
足
さ
れ
、
ま
た
犯
罪
化
可
能
な
不
正
は
必
要
不
可
欠
な
公
共
的
利
益
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
般
的
な
要
請
に

応
え
る
よ
う
な
具
体
的
状
況
を
定
め
る
の
に
資
す
る
。
さ
ら
に
、
公
共
空
間
と
一
括
り
に
さ
れ
う
る
も
の
の
、
学
校
や
目
抜
き
通
り
、

教
会
な
ど
、
公
共
空
間
に
は
多
様
な
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
各
々
に
大
い
に
異
な
る
期
待
や
慣
習
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な

の
は
、
行
為
が
感
情
侵
害
的
で
あ
る
か
ど
う
か
、
又
は
そ
れ
が
犯
罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
（pro tanto

）
理
由
を
創
出
す
る
ほ

ど
に
不
正
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、
行
為
が
行
わ
れ
る
個
別
の
公
共
空
間
の
特
性
に
常
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

第
二
款　

感
情
侵
害
の
区
別
に
基
づ
く
制
約

　

続
い
て
、
タ
シ
オ
ラ
ス
は
、
感
情
侵
害
に
つ
い
て
二
つ
の
区
別
を
示
し
た
う
え
で
、
感
情
侵
害
行
為
の
犯
罪
化
に
関
す
る
さ
ら
な
る
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制
約
を
提
示
す
る
。
こ
こ
に
い
う
二
つ
の
区
別
の
う
ち
の
一
つ
が
、「
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
侵
害
（prim

itive offence

）」
と
「
規

範
規
定
的
感
情
侵
害
（norm

-governed offence

）」
の
区
別
で
あ
る
。
前
者
は
、
行
為
又
は
事
物
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
直
接
的
に
惹

起
さ
れ
る
感
情
侵
害
を
い
う
。
例
え
ば
、
腐
敗
し
蛆
の
湧
い
た
死
体
の
目
撃
や
臭
い
に
よ
る
嫌
悪
感
、
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
大
音
量

で
継
続
的
な
騒
音
に
よ
る
圧
迫
感
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
他
方
、
後
者
は
、
行
為
が
何
ら
か
の
重
要
な
規
範
に
反
し
て
い
る
が
ゆ
え
に

生
じ
る
感
情
侵
害
を
い
う
。
例
と
し
て
、
公
然
わ
い
せ
つ
や
人
種
差
別
的
言
論
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
公
然
わ
い
せ
つ
に
お
い
て
は
性

的
礼
節
に
関
す
る
道
徳
規
範
が
、
人
種
差
別
的
言
論
に
お
い
て
は
他
者
に
対
す
る
尊
重
に
関
す
る
道
徳
規
範
が
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
規
範
は
道
徳
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。

　

プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
侵
害
と
規
範
規
定
的
感
情
侵
害
の
区
別
と
並
ん
で
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
主
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
も

の
」
と
「
客
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
も
の
」
の
区
別
で
あ
る
。
曰
く
、
前
者
は
、
あ
る
行
為
が
そ
れ
を
認
識
し
た
特
定
の
個
人
や
集
団

に
感
情
侵
害
を
生
じ
さ
せ
る
又
は
そ
の
傾
向
を
有
す
る
と
い
う
経
験
的
事
実
の
問
題
で
あ
る
。
他
方
、
後
者
は
、
特
定
の
個
人
や
集
団

の
反
応
か
ら
独
立
し
て
行
為
を
適
切
に
感
情
侵
害
的
な
も
の
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
せ
し
め
る
よ
う
な
何
ら
か
の
基
準
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
。
こ
の
区
別
は
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
感
情
侵
害
と
規
範
規
定
的
感
情
侵
害
の
区
別
を
横
断
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

客
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
も
の
は
、
客
観
的
か
つ
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
に
感
情
侵
害
的
な
も
の
と
客
観
的
か
つ
規
範
規
定
的
に
感
情
侵
害
的

な
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
行
為
が
客
観
的
か
つ
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
に
感
情
侵
害
的
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
行
為
が
標
準
的
な
状
況
下

に
あ
る
一
般
人
に
感
情
侵
害
を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
。
他
方
、
行
為
が
客
観
的
か
つ
規
範
規
定
的
に
感
情
侵
害
的

と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
行
為
の
認
識
に
よ
っ
て
感
情
を
害
さ
れ
る
こ
と
に
正
当
な
理
由
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、

公
然
わ
い
せ
つ
や
人
種
差
別
的
言
論
が
こ
れ
に
該
当
す
る
の
に
対
し
て
、
異
な
る
人
種
の
者
と
部
屋
を
共
有
す
る
見
込
み
や
同
性
愛
カ

ッ
プ
ル
が
公
共
の
場
に
お
い
て
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
は
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
、
と
。
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犯
罪
化
の
候
補
と
な
り
う
る
の
は
、
客
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
行
為
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
行
為
は
主
観
的
に
感
情
侵
害
的
で
あ
り

う
る
た
め
、
主
観
的
感
情
侵
害
性
は
基
本
的
に
は
行
為
を
禁
止
す
る
理
由
を
創
出
し
な
い
。
行
為
が
客
観
的
に
感
情
侵
害
的
で
あ
り
、

ま
た
前
述
の
二
つ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
に
、
犯
罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
こ
に
い
う
あ
る
程
度
の
理
由
は
、
感
情
侵
害
的
行
為
の
禁
止
に
関
す
る
コ
ス
ト
等
の
犯
罪
化
に
対
抗
す
る
諸
要
素
に
よ
っ
て
優
越
さ

れ
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
タ
シ
オ
ラ
ス
は
、
基
本
的
に
は
客
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
行
為
の
み
が
犯
罪
化
の
候
補
と
な
り
う
る
と
い
う
制
約

を
支
持
し
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
類
似
の
主
張
に
対
し
て
既
に
批
判
を
加
え
て
い
る
が
、
タ
シ
オ
ラ
ス
は
こ
れ
に
反
論
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
に
よ
る
批
判
を
紹
介
し
た
い
。
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
感
情
侵
害
行
為
の
犯
罪
化
の
正
当
性
に

つ
い
て
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
あ
る
行
為
に
よ
っ
て
感
情
を
害
さ
れ
る
こ
と
が
道
理
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
（
感
情
侵
害
の
道
理

性
）、
タ
シ
オ
ラ
ス
の
用
語
法
に
従
え
ば
、
あ
る
行
為
が
（
特
に
規
範
規
定
的
な
態
様
に
お
い
て
）
客
観
的
に
感
情
侵
害
的
で
あ
る
と

い
え
る
か
ど
う
か
を
考
慮
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、

感
情
侵
害
の
程
度
基
準
で
十
分
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
す
べ
て
の
者
が
道
理
に
適
わ
ぬ
感
受
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
い
う
事
態
は
ほ
と

ん
ど
起
こ
り
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
比
較
衡
量
テ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
道
理
に
適
わ
ぬ
感
情
侵
害
の
み
を
惹
起
す
る
行
為
が
禁
止
さ
れ
る

可
能
性
は
十
分
に
最
小
化
さ
れ
る
。
第
二
に
、
道
理
性
基
準
の
導
入
は
、
立
法
者
に
感
情
的
反
応
の
道
理
性
を
決
定
す
る
特
権
と
い
う

危
険
な
権
力
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
。

　

タ
シ
オ
ラ
ス
は
、
二
つ
の
理
由
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
反
論
を
加
え
て
い
る
。
ま
ず
第
一
の
理
由
に
対
し
て
、
感
情
侵
害
の
程
度
基
準

が
ほ
と
ん
ど
常
に
道
理
性
基
準
と
一
致
す
る
結
果
を
導
く
と
考
え
る
の
は
楽
観
的
に
過
ぎ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
物
事

に
よ
っ
て
感
情
を
害
さ
れ
る
の
は
道
理
に
適
っ
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
に
は
そ
の
物
事
に
よ
っ
て
感
情
を
害
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

さ
れ
る
と
い
う
傾
向
性
は
、
極
め
て
広
く
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
は
特
に
そ
う
で
あ
る
と
い
う
。
ま

た
、
例
え
ば
異
人
種
間
カ
ッ
プ
ル
が
公
共
の
場
に
お
い
て
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
の
犯
罪
化
に
対
抗
す
る
理
由
が
、
こ
の
種
の
行
為
に
対
し

て
嫌
悪
感
を
覚
え
る
と
い
う
傾
向
が
ご
く
一
部
の
人
種
差
別
主
義
者
の
み
に
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
極
め
て
偶
然
的
な
事
実

に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
極
め
て
人
種
差
別
的
な
社
会
に
お
い
て
は
、
前

述
の
異
人
種
間
カ
ッ
プ
ル
に
よ
る
公
共
の
場
で
の
愛
情
表
現
が
犯
罪
化
の
候
補
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
た
と
え
犯
罪
化
に
対
抗
す
る
諸

要
素
に
よ
っ
て
優
越
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
前
記
行
為
か
ら
生
じ
る
感
情
侵
害
が
犯
罪
化
を
支
持
す
る
理
由
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
こ
と
や
不
正
な
行
為
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
第
二
の
理
由
に
関
し
て
、
感
情
的
反
応
の
道
理
性
判
断
に
特
有
の
危
険
な
る
も
の
の
内
実
は
明
ら
か
で
な
い
、
と
い
う
。
ま

た
、
感
情
侵
害
の
道
理
性
基
準
は
処
罰
を
拡
張
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
国
家
に
よ
る
強
制
を
制
約
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
さ

ら
に
少
な
く
と
も
前
述
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
る
感
情
侵
害
の
程
度
基
準
よ
り
は
良
い
で
あ
ろ
う
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
款　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
に
対
す
る
批
判

　

タ
シ
オ
ラ
ス
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
や
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
と
は
異
な
り
、
危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
ず

彼
は
、
公
然
性
交
を
例
に
と
っ
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
危
害
を
伴
わ
な
い
が
犯
罪
化
の
候
補
と
し
て
検
討
に
値
す
る

感
情
侵
害
行
為
と
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
公
然
性
交
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
危
害
を
他
者
の
利
益
に
対
す
る
不
正
な
減
損

と
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
公
然
性
交
が
危
害
行
為
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
全
く
も
っ
て
明
ら
か
で
な
い
。
と
こ
ろ
で
、「
楽

し
さ
（enjoym

ent

）」
は
中
心
的
な
賢
慮
的
価
値
又
は
人
間
の
利
益
の
一
つ
で
あ
り
、
実
際
に
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
福
利
に
関
す
る

理
論
に
お
い
て
賢
慮
的
価
値
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
反
対
に
、
不
愉
快
さ
や
苛
立
ち
、
嫌
悪
感
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
が
人
の
生
を
よ
り
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悪
い
も
の
に
す
る
と
い
う
意
味
で
賢
慮
的
無
価
値
（prudential disvalues

）
を
構
成
す
る
。
そ
し
て
、
公
園
で
の
散
歩
の
よ
う
な

我
々
の
楽
し
さ
に
資
す
る
公
共
空
間
に
お
け
る
活
動
が
、
性
交
を
行
う
カ
ッ
プ
ル
に
出
く
わ
す
見
込
み
に
よ
っ
て
台
無
し
に
さ
れ
て
し

ま
う
で
あ
ろ
う
こ
と
は
極
め
て
説
得
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
い
う
。

　

タ
シ
オ
ラ
ス
は
、
以
上
の
主
張
に
対
し
て
は
、「
些
末
さ
（de m
inim

is

）」
と
い
う
観
点
に
依
拠
し
た
応
答
が
な
さ
れ
る
の
が
一

般
的
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
公
然
性
交
が
他
者
の
利
益
に
対
す
る
不
正
な
減
損
を
伴
う
と
し
て
も
、
そ
れ
を
危
害

に
分
類
す
る
に
は
侵
害
の
程
度
に
関
し
て
些
末
に
過
ぎ
る
、
と
の
応
答
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
タ
シ
オ
ラ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。
曰
く
、
確
か
に
、
日
常
的
に
遭
遇
す
る
様
々
な
不
作
法
や
無
礼
な
行
為
の
よ
う
な
、
犯
罪
化
に
お
よ
そ
値
し
な
い
よ
う
な
些
末
な

態
様
の
不
正
な
感
情
侵
害
行
為
は
無
数
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、
我
々
が
そ
の
犯
罪
化
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
す
る
で
あ
ろ
う
行
為
は
、

前
述
の
よ
う
な
些
末
な
行
為
で
は
な
く
、
公
然
性
交
や
人
種
差
別
的
侮
辱
等
で
あ
る
。
我
々
は
、
侵
害
の
重
大
性
に
関
し
て
、
公
然
性

交
や
人
種
差
別
的
侮
辱
が
軽
微
な
身
体
傷
害
や
ス
リ
に
劣
後
す
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
バ
ス

に
お
い
て
正
対
す
る
者
が
他
者
か
ら
五
ポ
ン
ド
を
盗
ん
だ
場
合
に
、
犯
罪
化
可
能
な
人
の
利
益
に
対
す
る
重
大
な
減
損
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
者
が
自
ら
の
性
器
を
露
出
し
た
場
合
に
も
同
様
に
重
大
な
減
損
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

第
二
節　

シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
の
見
解

　

第
一
款　

道
理
性
要
件
の
要
求

　

シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
公
共
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
「
汚
い
言
葉
（dirty w

ord

）」
の
使
用
に
対
す
る
処

罰
の
正
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
論
文
の
目
的
と
し
、
こ
の
目
的
の
限
度
で
感
情
侵
害
原
理
に
考
察
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
主
張
は
不
完
全
で
は
あ
る
も
の
の
、
論
文
の
目
的
の
限
度
で
は
受
け
入
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
こ
の
主
張
に
従
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
が
感
情
侵
害
の
道
理
性
（reasonableness

）
を
考
慮
し
て
い
な
い
点
を
問
題
視

し
て
い
る
。
彼
は
、
極
め
て
人
種
差
別
的
な
社
会
に
お
い
て
町
の
中
心
に
異
人
種
間
カ
ッ
プ
ル
が
キ
ス
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ
た
巨
大

な
広
告
板
を
設
置
す
る
行
為
を
例
に
と
り
、
当
該
行
為
に
よ
り
惹
起
さ
れ
る
感
情
侵
害
は
極
め
て
道
理
に
適
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
感
情
侵
害
原
理
に
よ
れ
ば
当
該
行
為
の
犯
罪
化
が
正
当
化
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
、
感
情
侵
害
の
道
理
性
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
当
該
要
件
の
導
入
に
反
対
す
る
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
主
張
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
検
討
を
加
え
て
い
る
。
フ
ァ
イ

ン
バ
ー
グ
が
当
該
要
件
の
導
入
を
否
定
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
前
節
第
二
款
に
お
い
て
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一

に
、
感
情
侵
害
の
程
度
基
準
で
十
分
で
あ
り
、
第
二
に
、
道
理
性
基
準
の
導
入
は
、
立
法
者
に
感
情
的
反
応
の
道
理
性
を
決
定
す
る
特

権
と
い
う
危
険
な
力
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
の
理
由
に
対
し
て
、
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
は
、
異
人
種
間

カ
ッ
プ
ル
を
目
撃
す
る
こ
と
や
、
黒
人
が
白
人
女
性
を
直
接
一
瞥
す
る
こ
と
、
男
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
が
公
然
の
場
に
お
い
て
愛
情
表

現
を
行
う
こ
と
の
目
撃
に
よ
り
生
じ
る
感
情
侵
害
は
道
理
に
適
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
く
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
州
の
対
応
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
見
る
だ
け
で
も
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
と
反
論
す
る
。

　

次
に
、
第
二
の
理
由
に
対
し
て
は
、
道
理
性
の
意
味
の
分
析
を
通
じ
た
批
判
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
道
理
性
は
、
①
感
情
侵

害
そ
れ
自
体
の
道
理
性
、
す
な
わ
ち
、
被
害
者
が
支
持
す
る
包
括
的
世
界
観
か
ら
し
て
そ
の
者
の
反
応
は
道
理
に
適
っ
て
い
る
か
、
②

感
情
侵
害
の
背
後
に
あ
り
そ
れ
を
生
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
包
括
的
世
界
観
を
支
持
す
る
被
害
者
の
理
由
の
道
理
性
、
す
な
わ
ち
、
被
害

者
が
あ
る
思
想
体
系
を
支
持
す
る
理
由
は
何
ら
か
の
批
判
的
吟
味
に
耐
え
う
る
か
、
③
世
界
観
そ
れ
自
体
の
道
理
性
、
す
な
わ
ち
、
そ
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れ
は
論
理
的
に
整
合
し
一
貫
し
た
世
界
観
な
の
か
、
④
感
情
侵
害
的
な
行
為
・
出
来
事
に
対
す
る
立
法
を
支
持
す
る
正
当
化
論
拠
と
し

て
の
道
理
性
、
す
な
わ
ち
、
感
情
侵
害
行
為
を
行
う
者
に
対
す
る
国
家
に
よ
る
強
制
を
支
持
す
る
論
拠
は
よ
き
も
の
と
い
え
る
の
か
、

と
い
う
四
種
類
に
区
別
さ
れ
る
。
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
①
及
び
②
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
限
り
で
彼

の
主
張
は
正
し
い
。
と
い
う
の
も
、
リ
ベ
ラ
ル
な
国
家
は
、
何
を
信
仰
し
尊
重
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
市
民
の
権
利
に
干
渉
す

る
権
限
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
③
及
び
④
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
国
家
が
③

及
び
④
の
判
断
を
行
う
こ
と
に
問
題
は
な
く
、
ま
た
適
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

第
二
款　

道
理
性
要
件
の
具
体
化

　

続
い
て
、
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
『
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』
に
お
け
る
議
論
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
情
侵
害

の
道
理
性
要
件
を
以
下
の
過
程
を
経
て
具
体
化
し
て
い
る
。
ま
ず
、
秩
序
だ
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
な
社
会
（w

ell-ordered liberal soci-

ety

）
と
い
う
ロ
ー
ル
ズ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
国
家
の
基
本
構
造
は
、
個
人
の
善
の
諸
構
想
（
又
は
「
諸
包
括
的
教
説

（com
prehensive doctrines

）」）
の
多
元
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
間
の
合
意
の
可
能
性
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

リ
ベ
ラ
ル
な
国
家
は
特
定
の
種
類
の
諸
包
括
的
教
説
の
（
仮
想
的
な
）
重
な
り
合
う
合
意
（overlapping consensus

）
に
よ
っ
て

構
築
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
諸
市
民
の
重
な
り
合
う
合
意
に
お
い
て
見
い
だ
さ
れ
る
の
が
、
公
共
的
理
性
（public reason

）
と
い
う
ア

イ
デ
ア
で
あ
る
。
公
共
的
理
性
と
は
、「
集
団
と
し
て
法
の
制
定
や
憲
法
の
修
正
に
お
い
て
互
い
に
対
し
て
最
終
的
な
政
治
的
・
強
制

的
権
力
を
行
使
す
る
と
こ
ろ
の
平
等
な
諸
市
民
の
理
性
」
を
い
う
。
公
共
的
理
性
は
、
公
共
的
対
話
の
主
題
だ
け
で
な
く
公
共
的
対
話

が
い
か
に
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
方
法
の
点
に
お
い
て
も
、
当
該
対
話
に
限
定
を
加
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
共
的
対
話
へ

の
参
加
者
に
は
、「
自
ら
の
活
動
の
論
拠
を
、
互
い
に
対
し
て
、
他
者
が
自
ら
の
自
由
・
平
等
と
両
立
す
る
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

で
あ
ろ
う
こ
と
を
各
人
が
期
待
し
う
る
よ
う
に
説
明
す
る
用
意
が
あ
る
」
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
公
共
的
理
性
に
基
づ
く
要
請
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
他
者
の
自
由
に
対
す
る
国
家
に
よ
る
制
約
の
正
当
化
は
道
理

に
適
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
二
つ
の
要
請
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
道
理
に
適
っ
た
公
共
的
正

当
化
は
、
推
論
規
則
や
証
拠
の
ル
ー
ル
等
を
含
む
、
一
般
的
な
論
証
の
作
法
（w

ays of reasoning in general

）
の
基
礎
的
な
基
準

を
充
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
純
粋
に
実
践
的
な
理
由
か
ら
も
支
持
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
論
証
の
作
法
に
関
す

る
最
低
限
の
要
請
の
受
容
な
し
に
は
、
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
集
団
的
意
思
決
定
を
行
い
え
な
い
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
例

え
ば
、
矛
盾
を
意
に
介
さ
な
い
者
や
明
確
に
誤
っ
た
信
念
か
ら
主
張
を
引
き
出
す
者
と
の
公
共
政
策
に
関
す
る
議
論
は
、
あ
る
特
定
の

政
策
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
解
も
も
た
ら
さ
な
い
だ
ろ
う
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
地
球
平
面
説
を
強
く
支
持
す

る
者
と
教
育
や
宇
宙
政
策
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
道
理
に
適
っ
た
公

共
的
正
当
化
は
、
特
定
の
包
括
的
教
説
の
み
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
個
人
の
包
括
的
教
説
に
由
来
す

る
理
由
の
み
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
正
当
化
は
、
そ
れ
が
他
の
す
べ
て
の
（
道
理
に
適
っ
た
）
市
民
に
よ
っ
て
彼
ら
の
自
由
及
び
平
等

と
両
立
す
る
も
の
と
し
て
支
持
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
公
共
的
に
は
道
理
に
適
っ
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
る
。
こ

の
点
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
的
伝
統
に
お
け
る
法
や
法
制
定
の
背
後
に
あ
る
動
機
付
け
の
考
慮
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
。
法
は
、
諸
市

民
が
自
由
に
自
身
の
善
の
構
想
を
追
求
し
う
る
よ
う
な
枠
組
み
を
提
供
し
維
持
す
る
も
の
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
又
は
そ
う
あ
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
独
立
宣
言
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
政
府
や
法
は
、
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
不
可
侵
の
権
利
を
保
障
す

る
た
め
に
創
設
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
い
う
幸
福
追
求
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
感
情
侵
害
的
な
迷
惑
行
為
か
ら
の
自
由
も
一

定
程
度
保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
は
、
感
情
侵
害
の
道
理
性
要
件
に
、「
感
情
侵
害
的
な
行
為
／
出
来
事
に
対
す
る
国
家
に
よ
る
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立
法
を
支
持
す
る
論
証
は
、
公
共
的
理
性
の
要
請
に
よ
り
道
理
に
適
っ
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
は
、
立
法
に
お
け
る
感
情
侵

害
原
理
の
適
用
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
定
式
を
与
え
る
。
そ
の
う
え
で
、
道
理
性
条
件
に
よ
り
処
罰
が
否
定

さ
れ
る
行
為
の
例
と
し
て
、
極
め
て
人
種
差
別
的
な
社
会
に
お
い
て
町
の
中
心
に
異
人
種
間
カ
ッ
プ
ル
が
キ
ス
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ

た
巨
大
な
広
告
板
を
設
置
す
る
と
い
う
前
述
の
行
為
を
挙
げ
る
。
曰
く
、
当
該
行
為
を
禁
止
す
る
論
拠
と
し
て
、
そ
の
広
告
板
は
我
々

の
ほ
と
ん
ど
が
有
す
る
道
徳
的
／
宗
教
的
感
受
性
を
害
す
る
よ
う
な
行
為
を
描
写
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
当
該
行
為
は
禁
止
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
特
定
の
包
括
的
教
説
に
由
来
す
る
理
由
、
す
な
わ
ち
、
当
該
道
徳
的
／

宗
教
的
感
受
性
を
有
し
な
い
他
の
道
理
に
適
っ
た
市
民
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
理
由
の
み
に
訴
え
か
け
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
道
理
性
条
件
に
反
す
る
、
と
。

第
六
章　

議
論
の
整
理
と
検
討
を
要
す
る
点
の
明
確
化

第
一
節　

議
論
の
整
理

　

第
一
款　

議
論
の
出
発
点
と
し
て
の
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解

　

第
三
章
か
ら
第
五
章
に
か
け
て
、
英
米
圏
に
お
け
る
感
情
侵
害
原
理
を
巡
る
議
論
を
概
観
し
て
き
た
。
感
情
侵
害
原
理
に
関
す
る
研

究
の
先
駆
者
で
あ
り
そ
の
後
の
議
論
の
土
台
を
構
築
し
た
の
が
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
感
情
侵
害
原
理
を
、「
提
案

さ
れ
た
刑
法
に
よ
る
禁
止
が
行
為
者
以
外
の
者
に
対
す
る
重
大
な
感
情
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
で
あ
り
、
か
つ
そ
の

目
的
の
た
め
に
必
要
な
方
法
で
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
常
に
そ
の
刑
法
に
よ
る
禁
止
を
支
持
す
る
よ
き
理
由
で
あ
る
」
と
定
式

化
す
る
。
こ
こ
に
い
う
感
情
侵
害
と
は
、
他
者
に
よ
る
不
正
な
（
権
利
侵
害
的
な
）
行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
苛
立
ち

や
失
望
、
嫌
悪
、
羞
恥
、
恐
怖
、
不
安
等
を
含
む
好
ま
し
く
な
い
精
神
状
態
を
い
う
。
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、「
福
利
に
関
す
る
利
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

益
」
に
対
す
る
侵
害
の
有
無
、
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
後
の
日
常
生
活
の
遂
行
に
対
す
る
悪
影
響
の
有
無
に
よ
っ
て
、
危
害
と
感
情

侵
害
を
区
別
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
行
為
の
不
正
性
（
権
利
侵
害
）
は
、
正
当
化
事
由
又
は
免
責
事
由
な
く
当
該
状
態
が
惹
起
さ
れ
た

場
合
に
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
行
為
の
不
正
性
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
な
い
場
合
と
し
て
、
単
な
る
知
識
に
基
づ
く
感
情
侵

害
の
み
を
惹
起
す
る
行
為
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
こ
の
不
正
性
＝
権
利
侵
害
の
存
在
に
よ
っ
て
、
感
情
侵
害
原

理
と
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
の
区
別
を
図
っ
て
い
る
。

　

感
情
侵
害
が
認
め
ら
れ
れ
ば
直
ち
に
処
罰
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
比
較
衡
量
テ
ス
ト
を
パ
ス
す
る
必

要
が
あ
る
。
当
該
テ
ス
ト
に
お
い
て
比
較
さ
れ
る
の
は
、
感
情
侵
害
の
重
大
性
と
感
情
侵
害
行
為
の
道
理
性
で
あ
る
。
前
者
は
、
①
感

情
侵
害
の
程
度
、
②
道
理
に
適
っ
た
回
避
可
能
性
、
③
同
意
原
則
、
④
特
異
な
感
受
性
の
不
算
入
と
い
っ
た
諸
要
素
か
ら
決
定
さ
れ
る
。

他
方
、
後
者
は
、
①
行
為
の
個
人
的
重
要
性
、
②
社
会
的
価
値
、
③
自
由
な
表
現
、
④
代
替
的
機
会
の
利
用
可
能
性
、
⑤
悪
意
・
害
意
、

⑥
行
為
が
行
わ
れ
る
場
所
の
性
質
と
い
っ
た
諸
要
素
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
の
通
り
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
感
情
侵
害
（
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
＋
行
為
の
不
正
性
）
の
有
無
を
判
断
し
、
そ
の
後
比

較
衡
量
を
行
う
と
い
う
形
で
判
断
枠
組
み
を
設
定
し
て
い
る
。
以
降
の
論
者
ら
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、

そ
の
内
実
に
つ
い
て
各
々
考
察
し
て
い
る
。

　

第
二
款　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別

　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
以
降
の
議
論
に
お
け
る
争
点
は
次
の
二
点
に
大
別
で
き
る
。
第
一
に
、
危
害
と
感
情
侵
害
を
区
別
す
る
こ
と
が
可

能
か
ど
う
か
、
第
二
に
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
事
実
と
し
て
の
感

情
侵
害
（
感
受
性
侵
害
）
に
加
え
て
ど
の
よ
う
な
要
素
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
か
、
で
あ
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
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ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
と
同
じ
く
危
害
と
感
情
侵
害
を
区
別
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
彼
ら

は
、
各
人
の
善
の
構
想
を
追
求
す
る
た
め
の
将
来
の
機
会
に
対
す
る
侵
害
又
は
そ
の
可
能
性
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
を
図
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
反
対
の
立
場
に
立
つ
の
が
、
タ
シ
オ
ラ
ス
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
犯
罪
化
が
真
剣
に
検
討
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
重
大
な
感
情

侵
害
─
─
例
え
ば
、
公
然
性
交
の
目
撃
に
よ
る
感
情
侵
害
─
─
が
軽
微
な
傷
害
や
ス
リ
と
い
っ
た
危
害
よ
り
も
侵
害
の
程
度
に
お
い
て

劣
後
す
る
と
は
言
い
難
く
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
感
情
侵
害
を
危
害
に
含
め
る
こ
と
が
特
段
不
自
然
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
と
い
う

理
由
か
ら
、
危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
に
反
対
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ
ル
ン
レ
も
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
に
よ
る
区
別
に
批
判
を
加

え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
各
人
の
よ
き
生
の
構
想
を
追
求
す
る
た
め
の
将
来
の
機
会
に
対
す
る
減
損
と
い
う
危
害
解
釈
は
、
危
害
に
分

類
さ
れ
る
べ
き
事
態
を
そ
こ
か
ら
除
外
し
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
、
過
度
に
限
定
的
で
あ
る
と
い
う
。
例
と
し
て
、
そ
れ
が
行
わ
れ

た
こ
と
を
知
り
え
な
い
意
識
な
き
者
に
対
す
る
レ
イ
プ
が
危
害
に
（
ま
た
感
情
侵
害
に
も
）
該
当
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
た
。

　

第
三
款　

処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
べ
き
要
素

　

第
二
の
点
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
と
同
様
に
、
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
（
感
受
性
侵
害
）
に

加
え
て
行
為
の
不
正
性
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
不
正
性
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
理
解
に
お
い
て

は
、
当
該
要
件
は
実
質
的
に
無
意
味
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
改
め
て
不
正
性
の
内
実
を
探
求
し
、

最
終
的
に
、
こ
れ
を
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
な
き
取
扱
い
（
適
切
な
配
慮
と
尊
重
を
も
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
と
い
う
他
者
の
権
利

に
対
す
る
侵
害
）
と
捉
え
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
行
為
の
例
と
し
て
は
、
侮
辱
、
露
出
行
為
、
そ
し
て
公
共
の
場
に
お
け
る
強
引
で
執

拗
な
物
乞
い
行
為
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ヘ
ル
ン
レ
は
、
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
な
き
取
扱
い
と
い
う
不
正
性
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

理
解
も
処
罰
範
囲
の
限
定
と
い
う
役
割
を
十
分
に
は
果
た
し
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
曰
く
、
待
ち
合
わ
せ
の
約
束
に
意
図
的
に
数
時

間
も
遅
れ
る
こ
と
の
反
復
や
結
婚
式
の
よ
う
な
重
要
な
社
会
的
行
事
に
お
け
る
花
嫁
花
婿
の
過
去
に
関
す
る
非
常
に
無
神
経
な
発
言
、

不
適
切
な
服
装
で
の
葬
儀
へ
の
参
加
等
に
対
す
る
刑
法
の
使
用
を
想
像
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ら
の
行
為
は
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
な
き
取
扱
い
に
含
ま
れ
て
し
ま
う
、
と
。

　

他
方
、
タ
シ
オ
ラ
ス
は
、
行
為
の
不
正
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
条
件
を
三
つ
提
示
し
て
い
る
。
第
一
に
、
単
な
る
知
識
に
基
づ
く

感
情
侵
害
し
か
惹
起
し
え
な
い
よ
う
な
行
為
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
制
約
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
も
、
一
部

例
外
は
あ
る
が
原
則
と
し
て
当
該
行
為
に
は
不
正
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
制
約
は
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら

の
い
う
不
正
性
の
内
実
で
あ
る
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
な
き
取
扱
い
の
要
素
に
内
在
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
両
見
解
に
違

い
は
な
い
。

　

第
二
に
、
行
為
は
公
共
の
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ァ
イ
ン

バ
ー
グ
の
見
解
で
は
、
公
共
の
場
に
お
け
る
行
為
実
行
と
い
う
事
情
は
、
比
較
衡
量
の
段
階
に
お
い
て
（
感
情
侵
害
の
影
響
範
囲
や
代

替
的
機
会
の
利
用
可
能
性
等
に
よ
っ
て
）
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、
こ
れ
を
明
示
的
に

比
較
衡
量
の
考
慮
要
素
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

第
三
に
、
行
為
は
客
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
感
情
侵
害
の
場
合
、
こ
れ
は

行
為
が
標
準
的
な
状
況
下
に
あ
る
一
般
人
に
感
情
侵
害
を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
標
準
的
な

状
況
下
に
あ
る
一
般
人
と
い
う
基
準
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
に
お
い
て
は
、
比
較
衡
量
の
考
慮
要
素
又
は
制
約
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
（
特
異
な
感
受
性
の
不
算
入
）。
他
方
、
規
範
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
な
い
と
い
う
点
で
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
い
う

他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
の
欠
如
と
い
う
基
準
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
規
範
規
定
的
感
情
侵
害
の
場
合
、
行
為
が
客
観
的
に
感
情
侵
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害
的
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
、
行
為
の
認
識
に
よ
っ
て
感
情
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
正
当
な
理
由
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判

断
さ
れ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
主
張
に
対
し
て
、
既
に
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
感
情
侵
害
の
程
度
基
準
で
十
分
で
あ
り
、
ま
た
感
情
的

反
応
が
道
理
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
（
正
当
な
理
由
に
基
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
）
を
判
断
す
る
権
限
を
立
法
者
に
与
え
る
こ
と
は

危
険
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
た
。
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
批
判
を
受
け
て
、
タ
シ
オ
ラ
ス
は
、
感
情
侵
害
の
程
度
基
準
は
場
合
に
よ
っ
て

は
異
人
種
間
カ
ッ
プ
ル
が
公
共
の
場
に
お
い
て
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
の
犯
罪
化
を
許
容
し
か
ね
ず
、
ま
た
感
情
的
反
応
の
道
理
性
判
断
を

立
法
者
に
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
さ
れ
る
危
険
の
内
実
は
明
ら
か
で
な
い
等
と
反
論
し
て
い
る
。
他
方
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ

ら
の
見
解
と
の
相
違
は
明
ら
か
で
な
い
。
と
い
う
の
も
、
タ
シ
オ
ラ
ス
は
正
当
な
理
由
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
理
由
の
正
当
性
の
判
断
基
準
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

感
情
侵
害
の
道
理
性
（
客
観
性
）
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
は
、
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
基
づ
き
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す

る
処
罰
を
支
持
す
る
論
証
が
一
般
的
な
論
証
の
作
法
の
基
礎
的
な
基
準
を
充
た
す
こ
と
、
そ
し
て
特
定
の
包
括
的
教
説
の
み
に
依
拠
す

る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
タ
シ
オ
ラ
ス
の
正
当
な
理
由
基
準
よ
り
も
明
確
な
基
準

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
当
該
正
当
な
理
由
基
準
や
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
の
欠
如
と
い
う

基
準
よ
り
も
処
罰
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
節　

要
検
討
事
項
の
提
示

　

以
上
よ
り
、
検
討
を
要
す
る
点
と
し
て
、
次
の
二
つ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
危
害
と
感
情
侵
害
を
適
切
に
区
別

す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
刑
法
学
に
お
い
て
、
危
害
原
理
を
立
法
批
判
基
準
と
し
て
明
示
的
に

支
持
す
る
見
解
は
多
く
な
い
。
し
か
し
、
危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
が
支
持
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
に
当
罰
的
と
考
え
ら
れ
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　

て
い
る
他
の
諸
行
為
（
危
害
行
為
）
と
比
較
し
て
、
す
べ
て
の
感
情
侵
害
行
為
が
侵
害
の
重
大
性
と
い
う
観
点
に
お
い
て
お
よ
そ
劣
後

す
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
意
味
を
も
伴
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
侵
害
の
軽
微
性
ゆ
え
に
感
情
侵
害
行
為
は
お
よ
そ
処

罰
に
値
し
な
い
と
い
う
日
本
刑
法
学
に
お
い
て
あ
る
程
度
暗
黙
裡
に
想
定
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
主
張
は
、
成
り
立
た
な
い
こ
と

と
な
る
。

　

第
二
に
、
犯
罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
（
感
受
性
侵
害
）
に
加
え

て
ど
の
よ
う
な
要
件
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
か
、
換
言
す
れ
ば
、
行
為
の
不
正
性
の
内
実
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

誰
か
が
あ
る
行
為
に
よ
っ
て
感
情
を
害
さ
れ
（
う
）
る
と
い
う
事
実
の
存
在
の
み
に
よ
っ
て
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
基

礎
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
考
え
が
不
当
な
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
に
加
え
て
如
何
な
る
要
件
を

要
求
す
べ
き
か
と
い
う
点
の
検
討
が
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
の
余
地
を
認
め
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
第

二
章
に
お
い
て
、
日
本
刑
法
学
に
お
け
る
議
論
と
そ
の
検
討
か
ら
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
に
は
、
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
と

の
区
別
の
問
題
が
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
刑
法
に
よ
る
感
情
の
保
護
に
否
定
的
な
立
場
か
ら
、
感
情
侵
害
原

理
と
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
の
区
別
は
困
難
で
あ
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
感
情
の
刑
法
的
保
護
の
余
地
を
認
め
た
う

え
で
「
制
度
化
さ
れ
た
利
益
」
に
あ
た
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
保
護
の
適
否
を
判
断
す
る
見
解
も
、
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
と
の
区
別

の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
と
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、「
多
数
の
道
徳
か
普
遍
的
ル
ー
ル

か
」
と
い
う
視
点
に
よ
る
区
別
で
は
な
く
、
個
人
の
権
利
侵
害
（
行
為
の
不
正
性
）
と
い
う
要
件
に
よ
っ
て
、
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム

と
の
区
別
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
区
別
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
も
そ
も
個
人
の
権
利
と

い
う
観
点
に
よ
っ
て
し
か
区
別
さ
れ
え
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
も
意
識
し
つ
つ
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
前
述
の
二
点
と
は
別
に
、
如
何
な
る
要
素
が
比
較
衡
量
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
点
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。
タ
シ
オ
ラ
ス
や
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
は
こ
の
点
に
考
察
を
加
え
て
い
な
い
が
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ

と
は
異
な
る
理
解
を
示
し
て
い
た
。
詳
し
く
言
え
ば
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、
調
整
原
理
又
は
比
較
衡
量
の
考
慮
要
素
と
し
て
、

①
社
会
的
寛
容
、
②
回
避
容
易
性
、
③
直
接
性
、
④
公
共
の
場
／
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
に
お
け
る
行
為
実
行
を
挙
げ
て
い
た
。
こ
の
理

解
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
と
複
数
の
点
に
お
い
て
相
違
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
①
に
お
け
る
危
害
の
要
求
や
③
は
独
自
の
も
の

で
あ
る
し
、
ま
た
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
④
そ
れ
自
体
を
考
慮
要
素
と
は
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
②
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ

ら
は
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
に
お
い
て
こ
れ
が
要
求
さ
れ
る
理
論
的
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
根
拠
を
明
示

し
て
い
る
。
他
方
、
同
意
原
則
や
悪
意
・
害
意
と
い
っ
た
考
慮
要
素
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は

要
求
し
て
い
な
い
。
何
を
比
較
衡
量
の
考
慮
要
素
に
据
え
る
か
が
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
の
範
囲
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
及
び
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
見
解
を
参
照
し
つ
つ
改

め
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

第
七
章　

結
び
に
代
え
て

　

本
稿
の
問
題
意
識
は
、
感
情
を
保
護
法
益
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
犯
罪
が
刑
法
典
内
外
に
多
数
存
在
し
、
ま
た
昨
今
の
刑

事
立
法
の
活
性
化
の
傾
向
を
考
え
れ
ば
、
解
釈
に
よ
る
前
記
犯
罪
の
処
罰
範
囲
の
拡
大
や
感
情
侵
害
行
為
（
迷
惑
行
為
）
の
さ
ら
な
る

犯
罪
化
が
過
度
に
な
さ
れ
る
お
そ
れ
が
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑
法
に
よ
る
感
情
の
保
護
に
関
す
る
議
論
が
十

分
に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
の
議
論
状
況
を
概
観
・

分
析
し
た
う
え
で
、
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
を
限
定
す
る
基
準
を
導
出
す
る
た
め
の
足
が
か
り
を
得
る
た
め
に
、
英
米
圏
の
感
情
侵
害

原
理
を
巡
る
議
論
を
参
照
し
た
。
具
体
的
に
は
、
本
原
理
の
提
唱
者
で
あ
る
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
に
加
え
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
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と
シ
メ
ス
タ
ー
、
タ
シ
オ
ラ
ス
、
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
の
見
解
を
概
観
し
、
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
記
限
定
基
準
に
つ
い
て
考
察
す

る
に
あ
た
り
検
討
さ
れ
る
べ
き
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
感
情
侵
害
行
為
の
犯
罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程
度

の
理
由
（
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
＋
行
為
の
不
正
性
）
の
存
否
を
判
断
し
、
そ
の
後
比
較
衡
量
テ
ス
ト
（
又
は
調
整
原
理
の
も
と
で

の
検
討
）
に
か
け
る
と
い
う
判
断
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
、
①
危
害
と
感
情
侵
害
を
適
切
に
区
別
す
る
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
、
②
犯

罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
に
加
え
て
ど
の
よ
う
な
要
件
が
要
求
さ
れ
る

べ
き
か
（
本
稿
に
お
い
て
取
り
扱
っ
た
論
者
ら
の
用
語
法
に
従
え
ば
、
行
為
の
不
正
性
の
具
体
的
内
実
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き

か
）、
③
如
何
な
る
要
素
が
比
較
衡
量
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
三
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
三
点
を
中
心
と
し
て
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
制
約
す
る
条
件
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
紙
幅
の

都
合
上
、
本
稿
で
は
当
該
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

例
え
ば
、W

ohlers, supra note 33, p. 259.

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
感
情
侵
害
原
理
を
紹
介
す
る
文
献
と
し
て
、
田
中
・
前
掲
注
（
16
）
六
八
頁
以
下
、
高
橋
直
哉
『
刑
法
基
礎
理

論
の
可
能
性
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
八
）
六
四
頁
脚
注
（
11
）、
梶
原
・
前
掲
注
（
32
）
七
四
五
頁
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
フ
ォ
ン
・

ハ
ー
シ
ュ
ら
の
犯
罪
化
論
に
つ
い
て
、
松
澤
伸
「
刑
法
／
刑
罰
制
度
の
正
当
化
根
拠
論
と
犯
罪
化
論
／
犯
罪
論
」
吉
開
多
一
ほ
か
編
『
刑
事
政

策
の
新
た
な
潮
流
：
石
川
正
興
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
九
）
四
一
頁
以
下
参
照
。

こ
こ
に
い
う
「
感
受
性
侵
害
」
は
、「
苛
立
ち
や
失
望
、
嫌
悪
、
羞
恥
、
恐
怖
、
不
安
等
を
含
む
好
ま
し
く
な
い
精
神
状
態
全
般
」
の
惹

起
と
同
義
で
あ
る
。

A
P Sim

ester &
 A

ndreas von H
irsch, Crim

es, H
arm

s, and W
rongs : O

n the Principles of Crim
inalisation, H

art 
Publisching, 2011, pp. 95-97.　

本
稿
で
は
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
見
解
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
当
該
文
献
（
以
下
、Crim

es, 
H

arm
s, and W

rongs

と
略
記
す
る
）
を
参
照
す
る
。
も
っ
と
も
、
彼
ら
の
主
張
の
基
本
部
分
は
、
少
な
く
と
もA

P Sim
ester &

 

（
74
）

（
75
）

（
76
）

（
77
）
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A
ndreas von H

irsch, Rethinking the O
ffense Principle, Legal T

heory vol. 8, 2002, pp. 259-285

の
段
階
で
既
に
示
さ
れ
て
い
る
。

Crim
es, H

arm
s, and W

rongs, p. 94.
Crim

es, H
arm

s, and W
rongs, pp. 97-100.

Crim
es. H

arm
s, and W

rongs, pp. 101-104.
Crim

es. H
arm

s, and W
rongs, pp. 109-111.

Crim
es, H

arm
s, and W

rongs, pp. 112 f.
Crim

es, H
arm

s, and W
rongs, pp. 112-116.

Crim
es, H

arm
s, and W

rongs, pp. 117 f.

ま
た
、
表
現
的
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
な
行
為
は
法
の
支
配
の
も
と
で
機
能
す
る
民
主
的
政
体
を
有
す
る
と
い
う
我
々
の
集
団
的
利

益
に
も
貢
献
し
う
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
先
行
研
究
の
膨
大
さ
ゆ
え
に
詳
述
は
し
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（Crim
es, H

arm
s, and W

rongs, p. 119

）。

Crim
es, H

arm
s, and W

rongs, pp. 119-122.

本
節
第
三
款
参
照
。

Crim
es, H

arm
s, and W

rongs, pp. 125-128.　

な
お
、
な
ぜ
法
的
帰
属
に
関
し
て
問
題
の
あ
る
危
害
が
社
会
的
寛
容
の
要
請
を
後
退

さ
せ
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
う
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
疑
問
に
対
応
す
る
よ
う
な
記
述
は
見
受
け

ら
れ
な
い
。

Crim
es, H

arm
s, and W

rongs, pp. 128-130.
Crim

es, H
arm

s, and W
rongs, pp. 130-131.

な
お
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
に
よ
れ
ば
、
法
的
に
重
要
な
感
情
侵
害
行
為
は
主
と
し
て
公
共
の
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
共
通
の

理
解
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
の
論
考
に
お
い
て
特
段
強
調
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
後
述
の
ヘ
ル
ン
レ
の
批
判
を
招
い

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
別
途
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
と
し
た
、
と
い
う
（Crim

es, H
arm

s, and W
rongs, p. 132

）。

Crim
es, H

arm
s, and W

rongs, pp. 132-134.
T

atjana H
örnle, Legal Regulation of O

ffence, A
ndrew

 von H
irsch &

 A
P Sim

ester (Eds.), Incivilities : R
egulating 

（
78
）

（
79
）

（
80
）

（
81
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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）
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　
O

ffensive Behaviour, H
art Publishing, 2006, p. 142. 

結
婚
式
に
お
け
る
無
神
経
な
発
言
の
事
例
に
関
し
て
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、

当
該
行
為
が
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
理
由
は
、
不
正
性
の
欠
如
で
は
な
く
種
々
の
調
整
要
素
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
感
情

侵
害
の
重
大
性
と
十
分
な
影
響
範
囲
の
不
存
在
、
自
由
な
ス
ピ
ー
チ
の
重
要
性
と
社
会
的
寛
容
、
過
剰
包
摂
な
し
に
感
情
侵
害
的
な
ス
ピ
ー
チ

を
禁
止
す
る
こ
と
の
実
践
上
の
困
難
性
ゆ
え
に
、
当
該
行
為
の
処
罰
は
否
定
さ
れ
る
と
い
う
（Crim

es, H
arm

s, and W
rongs, p. 132

）。

H
örnle, supra note 93, p. 145.

T
atjana H

örnle, T
heories of Crim

inalization : Com
m

ents on A
.P. Sim

ester / A
ndreas von H

irsch : Crim
es, H

arm
s, 

and W
rongs. O

n the Principles of Crim
inalisation. H

art Publishing : O
xford and Portland, O

regon. 2011, Crim
inal Law

 
and Philosophy vol. 10, 2016, p. 305.

John T
asioulas, Crim

es of O
ffence, A

ndrew
 von H

irsch &
 A

P Sim
ester (Eds.), Incivilities : R

egulating O
ffensive 

Behaviour, H
art Publishing, 2006, p. 150.

T
asioulas, supra note 96, pp. 150 f. 

こ
の
理
由
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、H

. L. A
 H

art, Law
, Liberty and M

orality, 
O

xford U
niversity Press, 1963, pp. 46 f.

T
asioulas, supra note 96, p. 151.

T
asioulas, supra note 96, pp. 151 f. 

「
直
接
的
感
情
侵
害
」
と
「
間
接
的
感
情
侵
害
」
と
い
う
類
似
の
区
別
を
設
け
る
も
の
と
し
て
、

R.A
. D

uff &
 S.E. M

arshall, H
ow

 offensive can you get?, A
ndrew

 von H
irsch &

 A
P Sim

ester(Eds.), Incivilities : 
R

egulating O
ffensive Behaviour, H

art Publishing. 2006, pp. 59 f. 

タ
シ
オ
ラ
ス
に
よ
る
区
別
と
ダ
フ
と
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
る
区
別
の

違
い
に
つ
い
て
は
、T

asioulas, supra note 96, pp. 152 f. 
参
照
。
ま
た
、
ダ
フ
ら
に
よ
る
区
別
に
対
す
る
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
応
答

と
し
て
、Crim

es, H
arm

s, and W
rongs, pp. 104 f.

T
asioulas, supra note 96, pp. 153 f.

主
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
行
為
の
犯
罪
化
が
一
切
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
。
当
該
行
為
に
犯
罪
化
に
と
っ
て
必

要
な
不
正
性
が
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
場
合
と
し
て
、
例
え
ば
、
感
情
侵
害
を
超
え
た
何
ら
か
の
伝
統
的
な
意
味
で
の
危
害
を
生
じ
さ
せ

る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（T

asioulas, supra note 96, p. 154

）。

T
asioulas, supra note 96, pp. 153 f.

（
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O
ffense to O

thers, p. 35.
T

asioulas, supra note 96, pp. 155 f.

タ
シ
オ
ラ
ス
は
、
議
論
の
途
中
ま
で
公
然
性
交
と
並
ん
で
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
否
定
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
が
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
否
定
に

対
す
る
処
罰
を
巡
る
議
論
は
複
雑
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
と
し
て
、
公
然
性
交
の
み
を
例
に
と
っ
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
（T

asioulas, 
supra note 96, pp. 164 f.

）。

T
asioulas, supra note 96, pp. 164 f.

T
asioulas, supra note 96, p. 165.

Shoem
aker, supra note 33, pp. 546-548.

Shoem
aker, supra note 33, pp. 552 f.

Shoem
aker, supra note 33, p. 554.

Shoem
aker, supra note 33, pp. 554-556.

「
包
括
的
教
説
」
と
は
、
人
の
生
に
お
い
て
価
値
あ
る
も
の
の
構
想
や
個
人
の
性
格
の
理
想
、
家
族
的
・
集
団
的
関
係
の
理
想
と
い
っ
た

非
政
治
的
な
価
値
や
徳
の
構
想
に
か
か
わ
り
、
さ
ら
に
我
々
の
行
為
を
導
き
、
我
々
の
生
全
体
に
対
し
て
制
約
を
課
す
よ
う
な
他
の
多
く
の
事

柄
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
の
、
哲
学
的
・
宗
教
的
・
道
徳
的
教
説
を
い
う
（John Raw

ls, Political Liberalism
, Colum

bia U
niversity 

Press, 1993, p. 13

）。

Raw
ls, supra note 112, p. 214.

Raw
ls, supra note 112, p. 218.

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
公
共
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
「
汚
い
言
葉
（dirty w

ord

）」
の
使
用
に
対
す
る
処
罰
の
正
当
性
の
検
討

に
あ
た
っ
て
、「
整
合
性
の
原
理
（Principle of Consistency
）」
な
る
も
の
が
、
論
証
の
作
法
に
関
す
る
基
礎
的
な
基
準
の
一
つ
と
し
て
提

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
Ｘ
は
感
情
侵
害
的
で
あ
り
そ
れ
ゆ
え
に
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
判
断
は
、
す
べ
て
の
関
係
す
る
重
要

な
点
に
お
い
て
Ｙ
は
Ｘ
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
、
Ｙ
は
感
情
侵
害
的
で
な
く
そ
れ
ゆ
え
に
法
的
に
許
容
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
前
記
判
断
と
整
合
し
な
い
判
断
が
同
時
に
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
道
理
に
適
っ
て
い
な
い
」
と
す
る
原
理
で
あ
る

（Shoem
aker, supra note 33, pp. 573 ff.

）。
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感情侵害原理（Offense Principle）を巡る議論の展開（二・完）　
Shoem

aker, supra note 33, pp. 556-561.
Shoem

aker, supra note 33, p. 560.
Shoem

aker, supra note 33, pp. 560 f.
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